
川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規則の一部を改正する規則新旧対照表 
 

新 旧 
 
第６条 条例第７条第１項に規定する規則で定める物質は、次に掲げ

る物質とする。 
（１） 硫黄酸化物（条例第２条第３号アに規定するものに限る。第

５１条、別表第７及び別表第１４の２を除き、以下同じ。） 
（２） 窒素酸化物（条例第２条第３号イに規定するものに限る。第

５１条、別表第７及び別表第１４の２を除き、以下同じ。） 
（３） 粒子状物質 
 
 （排水指定物質） 
第４３条 条例第４５条第１項第１号に規定する規則で定める物質

は、次に掲げる物質とする。 
（１）カドミウム及びその化合物 
（２）シアン化合物 

（３）有機燐
りん

化合物（ジエチルパラニトロフェニルチオホスフェイト

（以下 「パラチオン」という。）、ジメチルパラニトロフェニル

チオホスフェイト（以下「メチルパラチオン」という。）、ジメチ

ルエチルメルカプトエチルチオホスフェイト（以下「メチルジメ

トン」という。）及びエチルパラニトロフェニルチオノベンゼン

ホスホネイト（以下「ＥＰＮ」という。）に限る。以下同じ。） 
（４）鉛及びその化合物 
（５）六価クロム化合物 

（６）砒
ひ

素及びその化合物 
（７）水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 
（８）ポリ塩化ビフェニル（以下「ＰＣＢ」という。） 
（９）トリクロロエチレン 
（10）テトラクロロエチレン 

 
第６条 条例第７条第１項に規定する規則で定める物質は、次に掲げ

る物質とする。 
（１） 硫黄酸化物（条例第２条第３号アに規定するものに限る。第

５１条及び別表第７を除き、以下同じ。） 
（２） 窒素酸化物（条例第２条第３号イに規定するものに限る。第

５１条及び別表第７を除き、以下同じ。） 
（３） 粒子状物質 
 
 （排水指定物質） 
第４３条 条例第４５条第１項第１号に規定する規則で定める物質

は、次に掲げる物質とする。 
（１）カドミウム及びその化合物 
（２）シアン化合物 

（３）有機燐
りん

化合物（ジエチルパラニトロフェニルチオホスフェイト

（以下 「パラチオン」という。）、ジメチルパラニトロフェニル

チオホスフェイト（以下「メチルパラチオン」という。）、ジメチ

ルエチルメルカプトエチルチオホスフェイト（以下「メチルジメ

トン」という。）及びエチルパラニトロフェニルチオノベンゼン

ホスホネイト（以下「ＥＰＮ」という。）に限る。以下同じ。） 
（４）鉛及びその化合物 
（５）六価クロム化合物 

（６）砒
ひ

素及びその化合物 
（７）水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 
（８）ポリ塩化ビフェニル（以下「ＰＣＢ」という。） 
（９）トリクロロエチレン 
（10）テトラクロロエチレン 



（11）ジクロロメタン 
（12）四塩化炭素 
（13）１，２－ジクロロエタン 
（14）１，１－ジクロロエチレン 
（15）１，２－ジクロロエチレン 
（16）１，１，１－トリクロロエタン 
（17）１，１，２－トリクロロエタン 
（18）１，３－ジクロロプロペン 
（19）テトラメチルチウラムジスルフイド（以下「チウラム」という。） 
（20）２－クロロ－４，６－ビス（エチルアミノ）－ｓ－トリアジン

（以下「シマジン」という。） 
（21）Ｓ－４－クロロベンジル＝Ｎ，Ｎ－ジエチルチオカルバマート

（以下「チオベンカルブ」という。） 
（22）ベンゼン 
（23）セレン及びその化合物 
（24）ほう素及びその化合物 
（25）ふっ素及びその化合物 
（26）アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合

物 
（27）塩化ビニルモノマー 
（28）1,4-ジオキサン 
（29）ダイオキシン類 
（30）フェノール類 
（31）銅及びその化合物 
（32）亜鉛及びその化合物 
（33）鉄及びその化合物（溶解性のものに限る。） 
（34）マンガン及びその化合物（溶解性のものに限る。） 
（35）クロム及びその化合物 
（36）ニッケル及びその化合物 
 
 

（11）ジクロロメタン 
（12）四塩化炭素 
（13）１，２－ジクロロエタン 
（14）１，１－ジクロロエチレン 
（15）シス－１，２－ジクロロエチレン 
（16）１，１，１－トリクロロエタン 
（17）１，１，２－トリクロロエタン 
（18）１，３－ジクロロプロペン 
（19）テトラメチルチウラムジスルフイド（以下「チウラム」という。） 
（20）２－クロロ－４，６－ビス（エチルアミノ）－ｓ－トリアジン

（以下「シマジン」という。） 
（21）Ｓ－４－クロロベンジル＝Ｎ，Ｎ－ジエチルチオカルバマート

（以下「チオベンカルブ」という。） 
（22）ベンゼン 
（23）セレン及びその化合物 
（24）ほう素及びその化合物 
（25）ふっ素及びその化合物 
（26）アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合

物 
（27）ダイオキシン類 
（28）フェノール類 
（29）銅及びその化合物 
（30）亜鉛及びその化合物 
（31）鉄及びその化合物（溶解性のものに限る。） 
（32）マンガン及びその化合物（溶解性のものに限る。） 
（33）クロム及びその化合物 
（34）ニッケル及びその化合物 
 
 
 
 



（特定有害物質） 
第４５条 条例第４６条第１項に規定する規則で定めるものは、第４

３条第１号から第２９号までに掲げる物質とする。ただし、同条第

２６号に掲げる物質については、し尿その他生活に起因する下水、

家畜排せつ物及び肥料の施用に係るものを除く。 
 
 
 
 
 
（排水の測定） 
第４８条 条例第４８条に規定する規則で定める事業者は、排水を排

出する指定事業所のうち、次の各号に掲げる物質又は項目ごとに、

それぞれ当該各号に掲げる指定事業所を設置する者とする。 
（１）特定有害物質 指定事業所の作業内容等からみて特定有害物質

（第４２条に規定する排水の規制基準が定められた特定有害物質

に限る。）が排水に含まれ、又はそのおそれがある指定事業所 
（２）色汚染度 公共用水域の水質を変化させる色による汚染の原因

となり得る排水を排出する指定事業所であって、塗料又は顔料の製

造等を行う指定事業所 
（３）温度 １日当たりの平均的な排水の量が３００立方メートル以

上である排水口を有する指定事業所 
（４）前３号に掲げる物質又は項目以外のもの（当該指定事業所の作

業内容等からみて排水に含まれない、又はそのおそれのない物質又

は項目を除く。） １日当たりの平均的な排水の量が３００立方メ

ートル以上の指定事業所 
２ 略 
３ 略 
４ 略 
 
 

（特定有害物質） 
第４５条 条例第４６条第１項に規定する規則で定めるものは、第４

３条第１号から第２７号までに掲げる物質とする。ただし、同条第

２６号に掲げる物質については、し尿その他生活に起因する下水、

家畜排せつ物及び肥料の施用に係るものを除く。 
 
 
 
 
 
（排水の測定） 
第４８条 条例第４８条に規定する規則で定める事業者は、排水を排

出する 指定事業所のうち、次の各号に掲げる物質又は項目ごとに、

それぞれ当該各号に掲げる指定事業所を設置する者とする。 
（１）特定有害物質 指定事業所の作業内容等からみて特定有害物質

が排水に含まれ、又はそのおそれがある指定事業所 
（２）色汚染度 公共用水域の水質を変化させる色による汚染の原因

となり得る排水を排出する指定事業所であって、塗料又は顔料の製

造等を行う指定事業所 
（３）温度 １日当たりの平均的な排水の量が３００立方メートル以

上である排水口を有する指定事業所 
（４）前３号に掲げる物質又は項目以外のもの（当該指定事業所の作

業内容等からみて排水に含まれない、又はそのおそれのない物質又

は項目を除く。） １日当たりの平均的な排水の量が３００立方メ

ートル以上の指定事業所 
２ 略 
３ 略 
４ 略 
 
 
 



 
第５節 事故時の措置等 
（事故時の措置に係る物質） 
第５１条 条例第５１条第１項に規定する規則で定める物質は、別表

第１４の２に掲げる物質とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第５節 事故時の措置等 
（事故時の措置に係る物質） 
第５１条 条例第５１条第１項に規定する規則で定める物質のうち、

大気の 汚染又は悪臭の原因となる物質は、次に掲げる物質とする。 
（1） アクリロニトリル 
（2） アクロレイン 
（3） アセトアルデヒド 
（4） アンモニア 
（5） イソ吉草酸 
（6） イソバレルアルデヒド 
（7） イソブタノール 
（8） イソブチルアルデヒド 
（9） 一酸化炭素 
（10） 塩素及び塩化水素 
（11） 黄燐

りん

 
（12） カドミウム及びその化合物 
（13） キシレン 
（14） クロルスルホン酸 
（15） 五塩化燐

りん

 
（16） 酢酸エチル 
（17） 三塩化燐

りん

 
（18） シアン化合物（アクリロニトリルを除く。） 
（19） ジクロロメタン 
（20） 脂肪族アミン化合物 
（21） 臭化メチル 
（22） 臭素 
（23） 硝酸 
（24） スチレン 
（25） ダイオキシン類 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（26） 窒素酸化物 
（27） テトラクロロエチレン 
（28） トリクロロエチレン 
（29） トルエン 
（30） 鉛及びその化合物 
（31） 二酸化硫黄 
（32） 二酸化セレン 
（33） ニッケルカルボニル 
（34） 二硫化炭素 
（35） 二硫化メチル 
（36） ノルマル吉草酸 
（37） ノルマルブチルアルデヒド 
（38） ノルマルバレルアルデヒド 
（39） ノルマル酪酸 
（40） ピリジン 
（41） フェノール類 
（42） 弗

ふっ

素及び弗
ふっ

化水素その他の弗
ふっ

素化合物 
（43） プロピオンアルデヒド 
（44） プロピオン酸 
（45） ベンゼン 
（46） ホスゲン 
（47） ホルムアルデヒド 
（48） メタノール 
（49） メチルイソブチルケトン 
（50） メルカプタン類 
（51） 硫化水素 
（52） 硫化メチル 
（53） 硫酸（三酸化硫黄を含む。） 
（54） 燐

りん

化水素 
２ 条例第５１条第１項に規定する規則で定める物質のうち、水質の



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汚濁の 原因となる物質は、次に掲げる物質とする。 
（1）アルカリ性物質（水素イオン濃度（水素指数）が８．６を超え

るもの に限る。） 
（2）アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合

物 
（3）カドミウム及びその化合物 
（4）クロム及びその化合物 
（5）酸性物質（水素イオン濃度（水素指数）が５．８未満のものに

限る。） 
（6）シアン化合物 
（7）四塩化炭素 
（8）１，１－ジクロロエチレン 
（9）シス－１，２－ジクロロエチレン 
（10）１，２－ジクロロエタン 
（11）１，３－ジクロロプロペン 
（12）ジクロロメタン 
（13）シマジン 
（14）水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 
（15）セレン及びその化合物 
（16）ダイオキシン類 
（17）チウラム 
（18）チオベンカルブ 
（19）テトラクロロエチレン 
（20）１，１，１－トリクロロエタン 
（21）１，１，２－トリクロロエタン 
（22）トリクロロエチレン 
（23）鉛及びその化合物 
（24）砒

ひ

素及びその化合物 
（25）フェノール類 
（26）ふっ素及びその化合物 



 
 
 
 
 
 
 
第５３条 条例第５６条第１項に規定する規則で定める物は、次に掲

げる物及びこれらを含む物とする。 
（１）合成樹脂 
（２）ゴム 
（３）竹木材（伐採した竹木及び竹木の枝を含む。） 
（４）油類（動植物油、鉱油類及び有機溶剤をいう。以下同じ。） 
（５）布 
（６）紙 
（７）草花 
（８）落葉 
 
（土壌調査等の実施等） 
第 70 条 条例第 81 条第２項に規定する規則で定める調査は、次に定

めるところにより行うものとする。 
(１) 前条第２項第１号に規定する機会にあっては、次に掲げる詳細

な調査（以下「詳細調査」という。）を実施すること。 
ア 表層土壌調査 

(ア) 第 43 条第１号から第８号まで、第 19 号から第 21 号まで、

第 23 号から第 25 号まで及び第 29 号に掲げる物質（以下「重

金属等」という。）については、表土調査を実施し、第 71 条に

規定する土壌汚染に関する基準により土壌の汚染の状況を確

認すること。ただし、資料等調査の結果により、重金属等によ

る土壌の汚染のおそれが明らかにないと認められる場合を除

く。 

（27）ベンゼン 
（28）ほう素及びその化合物 
（29）ＰＣＢ 
（30）有機燐

りん

化合物 
（31）油類（動植物油、鉱油類及び有機溶剤をいう。以下同じ。） 
 
第５３条 条例第５６条第１項に規定する規則で定める物は、次に掲

げる物及びこれらを含む物とする。 
（１）合成樹脂 
（２）ゴム 
（３）竹木材（伐採した竹木及び竹木の枝を含む。） 
（４）油類 
（５）布 
（６）紙 
（７）草花 
（８）落葉 
 
（土壌調査等の実施等） 
第 70 条 条例第 81 条第２項に規定する規則で定める調査は、次に定

めるところにより行うものとする。 
(１) 前条第２項第１号に規定する機会にあっては、次に掲げる詳細

な調査（以下「詳細調査」という。）を実施すること。 
ア 表層土壌調査 

(ア) 第 43 条第１号から第８号まで、第 19 号から第 21 号まで、

第 23 号から第 25 号まで及び第 27 号に掲げる物質（以下「重

金属等」という。）については、表土調査を実施し、第 71 条に

規定する土壌汚染に関する基準により土壌の汚染の状況を確

認すること。ただし、資料等調査の結果により、重金属等によ

る土壌の汚染のおそれが明らかにないと認められる場合を除

く。 
(イ) 第 43 条第９号から第 18 号まで及び第 22 号に掲げる物質



(イ) 第 43 条第９号から第 18 号まで及び第 22 号に掲げる物質

（以下「揮発性有機化合物」という。）については、土壌ガス

調査を実施し、揮発性有機化合物による土壌の汚染のおそれの

有無を確認すること。ただし、資料等調査の結果により、揮発

性有機化合物による土壌の汚染のおそれが明らかにないと認

められる場合を除く。 
イ ボーリング調査 

表層土壌調査の結果、特定有害物質等による土壌の汚染若しく

はそのおそれが確認されたとき、又は資料等調査の結果により下

層の土壌に特定有害物質等による汚染のおそれがあると認めら

れたときは、ボーリング調査を実施し、第 71 条に規定する土壌

汚染に関する基準により下層の土壌の特定有害物質等による汚

染の状況、汚染の範囲及び土量を確認すること。 
ウ 地下水調査 

資料等調査、表層土壌調査及びボーリング調査の結果、特定有

害物質等による土壌の汚染が地下水の水面の変動の範囲にある

と認められたとき、若しくはそのおそれがあると認められたと

き、又は地下水の帯水層が汚染されているおそれがあると認めら

れたときは、地下水の汚染の状況を確認すること。 
(２) 前条第２項第２号に規定する機会にあっては、表層土壌調査又

はボーリング調査によるほか、搬出する土壌について第 71 条に規

定する土壌汚染に関する基準により土壌の汚染の状況を確認する

調査（以下これらを「搬出土壌調査」という。）を実施すること。 
(３) その他市長が特に必要と認める調査を実施すること。 
(４) 前３号に規定する調査は、市長が別に定める方法により実施す

ること。 
２ 略 
 
 
 
 

（以下「揮発性有機化合物」という。）については、土壌ガス

調査を実施し、揮発性有機化合物による土壌の汚染のおそれの

有無を確認すること。ただし、資料等調査の結果により、揮発

性有機化合物による土壌の汚染のおそれが明らかにないと認

められる場合を除く。 
イ ボーリング調査 

表層土壌調査の結果、特定有害物質等による土壌の汚染若しく

はそのおそれが確認されたとき、又は資料等調査の結果により下

層の土壌に特定有害物質等による汚染のおそれがあると認めら

れたときは、ボーリング調査を実施し、第 71 条に規定する土壌

汚染に関する基準により下層の土壌の特定有害物質等による汚

染の状況、汚染の範囲及び土量を確認すること。 
ウ 地下水調査 

資料等調査、表層土壌調査及びボーリング調査の結果、特定有

害物質等による土壌の汚染が地下水の水面の変動の範囲にある

と認められたとき、若しくはそのおそれがあると認められたと

き、又は地下水の帯水層が汚染されているおそれがあると認めら

れたときは、地下水の汚染の状況を確認すること。 
(２) 前条第２項第２号に規定する機会にあっては、表層土壌調査又

はボーリング調査によるほか、搬出する土壌について第 71 条に規

定する土壌汚染に関する基準により土壌の汚染の状況を確認する

調査（以下これらを「搬出土壌調査」という。）を実施すること。 
(３) その他市長が特に必要と認める調査を実施すること。 
(４) 前３号に規定する調査は、市長が別に定める方法により実施す

ること。 
２ 略 
 
 
 
 
 



 
別表第１１（第４２条、第４８条関係） 

排水の規制基準（排水指定物質） 
 事業所から排出される排水中に含まれる排水指定物質の濃度の許

容限度は、次に定めるとおりとする。 
排水指定物質の種

類 
新設の事業所の場

合 
新設の事業所以外

の事業所の場合 
カドミウム及びその化

合物 

１リットルにつきカドミウ

ムとして０．１ミリグラム 

１リットルにつきカドミウ

ムとして０．１ミリグラム 

シアン化合物 １リットルにつきシアン

として１ミリグラム 

１リットルにつきシアン

として１ミリグラム 

有機燐化合物（パラチ

オン、メチルパラチオ

ン、メチルジメトン及び

ＥＰＮに限る。） 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

鉛及びその化合物 １リットルにつき鉛とし

て０．１ミリグラム 

１リットルにつき鉛とし

て０．１ミリグラム 

六価クロム化合物 １リットルにつき六価ク

ロムとして０．５ミリグラ

ム 

１リットルにつき六価ク

ロムとして０．５ミリグラ

ム 

砒素及びその化合物 １リットルにつき砒素と

して０．１ミリグラム 

１リットルにつき砒素と

して０．１ミリグラム 

水銀及びアルキル水

銀その他の水銀化合

物 

１リットルにつき水銀と

して０．００５ミリグラム 

１リットルにつき水銀と

して０．００５ミリグラム 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。 検出されないこと。 

ＰＣＢ １リットルにつき０．００

３ミリグラム 

１リットルにつき０．００

３ミリグラム 

トリクロロエチレン １リットルにつき０．３ミ

リグラム 

１リットルにつき０．３ミ

リグラム 

テトラクロロエチレン １リットルにつき０．１ミ １リットルにつき０．１ミ

 
別表第１１（第４２条、第４８条関係） 

排水の規制基準（排水指定物質） 
 事業所から排出される排水中に含まれる排水指定物質の濃度の許

容限度は、次に定めるとおりとする。 
排水指定物質の種

類 
新設の事業所の場

合 
新設の事業所以外

の事業所の場合 
カドミウム及びその化

合物 

１リットルにつきカドミウ

ムとして０．１ミリグラム 

１リットルにつきカドミウ

ムとして０．１ミリグラム 

シアン化合物 １リットルにつきシアン

として１ミリグラム 

１リットルにつきシアン

として１ミリグラム 

有機燐化合物（パラチ

オン、メチルパラチオ

ン、メチルジメトン及び

ＥＰＮに限る。） 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

鉛及びその化合物 １リットルにつき鉛とし

て０．１ミリグラム 

１リットルにつき鉛とし

て０．１ミリグラム 

六価クロム化合物 １リットルにつき六価ク

ロムとして０．５ミリグラ

ム 

１リットルにつき六価ク

ロムとして０．５ミリグラ

ム 

砒素及びその化合物 １リットルにつき砒素と

して０．１ミリグラム 

１リットルにつき砒素と

して０．１ミリグラム 

水銀及びアルキル水

銀その他の水銀化合

物 

１リットルにつき水銀と

して０．００５ミリグラム 

１リットルにつき水銀と

して０．００５ミリグラム 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。 検出されないこと。 

ＰＣＢ １リットルにつき０．００

３ミリグラム 

１リットルにつき０．００

３ミリグラム 

トリクロロエチレン １リットルにつき０．３ミ

リグラム 

１リットルにつき０．３ミ

リグラム 

テトラクロロエチレン １リットルにつき０．１ミ １リットルにつき０．１ミ



リグラム リグラム 

ジクロロメタン １リットルにつき０．２ミ

リグラム 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

四塩化炭素 １リットルにつき０．０２

ミリグラム 

１リットルにつき０．０２

ミリグラム 

１，２－ジクロロエタン １リットルにつき０．０４

ミリグラム 

１リットルにつき０．０４

ミリグラム 

１，１－ジクロロエチレ

ン 

１リットルにつき１ミリグ

ラム 

１リットルにつき１ミリグ

ラム 

シス－１，２－ジクロロ

エチレン 

１リットルにつき０．４ミ

リグラム 

１リットルにつき０．４ミ

リグラム 

１，１，１－トリクロロエ

タン 

１リットルにつき３ミリグ

ラム 

１リットルにつき３ミリグ

ラム 

１，１，２－トリクロロエ

タン 

１リットルにつき０．０６

ミリグラム 

１リットルにつき０．０６

ミリグラム 

１，３－ジクロロプロペ

ン 

１リットルにつき０．０２

ミリグラム 

１リットルにつき０．０２

ミリグラム 

チウラム １リットルにつき０．０６

ミリグラム 

１リットルにつき０．０６

ミリグラム 

シマジン １リットルにつき０．０３

ミリグラム 

１リットルにつき０．０３

ミリグラム 

チオベンカルブ １リットルにつき０．２ミ

リグラム 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

ベンゼン １リットルにつき０．１ミ

リグラム 

１リットルにつき０．１ミ

リグラム 

セレン及びその化合

物 

１リットルにつきセレン

として０．１ミリグラム 

１リットルにつきセレン

として０．１ミリグラム 

ほう素及びその化合

物 

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきほう素と

して１０ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきほう素と

して１０ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ

リグラム リグラム 

ジクロロメタン １リットルにつき０．２ミ

リグラム 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

四塩化炭素 １リットルにつき０．０２

ミリグラム 

１リットルにつき０．０２

ミリグラム 

１，２－ジクロロエタン １リットルにつき０．０４

ミリグラム 

１リットルにつき０．０４

ミリグラム 

１，１－ジクロロエチレ

ン 

１リットルにつき１ミリグ

ラム 

１リットルにつき１ミリグ

ラム 

シス－１，２－ジクロロ

エチレン 

１リットルにつき０．４ミ

リグラム 

１リットルにつき０．４ミ

リグラム 

１，１，１－トリクロロエ

タン 

１リットルにつき３ミリグ

ラム 

１リットルにつき３ミリグ

ラム 

１，１，２－トリクロロエ

タン 

１リットルにつき０．０６

ミリグラム 

１リットルにつき０．０６

ミリグラム 

１，３－ジクロロプロペ

ン 

１リットルにつき０．０２

ミリグラム 

１リットルにつき０．０２

ミリグラム 

チウラム １リットルにつき０．０６

ミリグラム 

１リットルにつき０．０６

ミリグラム 

シマジン １リットルにつき０．０３

ミリグラム 

１リットルにつき０．０３

ミリグラム 

チオベンカルブ １リットルにつき０．２ミ

リグラム 

１リットルにつき０．２ミ

リグラム 

ベンゼン １リットルにつき０．１ミ

リグラム 

１リットルにつき０．１ミ

リグラム 

セレン及びその化合

物 

１リットルにつきセレン

として０．１ミリグラム 

１リットルにつきセレン

として０．１ミリグラム 

ほう素及びその化合

物 

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきほう素と

して１０ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきほう素と

して１０ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ



トルにつきほう素として

２３０ミリグラム 

トルにつきほう素として

２３０ミリグラム 

ふっ素及びその化合

物 

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきふっ素と

して８ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ

トルにつきふっ素とし

て１５ミリグラム 

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきふっ素と

して８ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ

トルにつきふっ素とし

て１５ミリグラム 

アンモニア、アンモニ

ウム化合物、亜硝酸化

合物及び硝酸化合物 

１リットルにつきアンモ

ニア性窒素に０．４を

乗じたもの、亜硝酸性

窒素及び硝酸性窒素

の合計量１００ミリグラ

ム 

１リットルにつきアンモ

ニア性窒素に０．４を

乗じたもの、亜硝酸性

窒素及び硝酸性窒素

の合計量１００ミリグラ

ム 

1,4-ジオキサン １リットルにつき０．５ミ

リグラム 

１リットルにつき０．５ミ

リグラム 

ダイオキシン類 １リットルにつき１０ピコ

グラム 

１リットルにつき１０ピコ

グラム 

フェノール類 １リットルにつきフェノ

ールとして０．５ミリグラ

ム 

１リットルにつきフェノ

ールとして０．５ミリグラ

ム 

銅及びその化合物 １リットルにつき銅とし

て１ミリグラム 

１リットルにつき銅とし

て３ミリグラム 

亜鉛及びその化合物 １リットルにつき亜鉛と

して１ミリグラム 

１リットルにつき亜鉛と

して２ミリグラム 

鉄 及 び そ の 化 合 物

（ 溶 解 性 の も の に 限

る。） 

１リットルにつき鉄とし

て３ミリグラム 

１リットルにつき鉄とし

て１０ミリグラム 

マンガン及びその化

合物（溶解性のものに

限る。） 

１リットルにつきマンガ

ンとして１ミリグラム 

１リットルにつきマンガ

ンとして１ミリグラム 

トルにつきほう素として

２３０ミリグラム 

トルにつきほう素として

２３０ミリグラム 

ふっ素及びその化合

物 

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきふっ素と

して８ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ

トルにつきふっ素とし

て１５ミリグラム 

海域以外の公共用水

域に排出されるもの１

リットルにつきふっ素と

して８ミリグラム。海域

に排出されるもの１リッ

トルにつきふっ素とし

て１５ミリグラム 

アンモニア、アンモニ

ウム化合物、亜硝酸化

合物及び硝酸化合物 

１リットルにつきアンモ

ニア性窒素に０．４を

乗じたもの、亜硝酸性

窒素及び硝酸性窒素

の合計量１００ミリグラ

ム 

１リットルにつきアンモ

ニア性窒素に０．４を

乗じたもの、亜硝酸性

窒素及び硝酸性窒素

の合計量１００ミリグラ

ム 

ダイオキシン類 １リットルにつき１０ピコ

グラム 

１リットルにつき１０ピコ

グラム 

フェノール類 １リットルにつきフェノ

ールとして０．５ミリグラ

ム 

１リットルにつきフェノ

ールとして０．５ミリグラ

ム 

銅及びその化合物 １リットルにつき銅とし

て１ミリグラム 

１リットルにつき銅とし

て３ミリグラム 

亜鉛及びその化合物 １リットルにつき亜鉛と

して１ミリグラム 

１リットルにつき亜鉛と

して２ミリグラム 

鉄 及 び そ の 化 合 物

（ 溶 解 性 の も の に 限

る。） 

１リットルにつき鉄とし

て３ミリグラム 

１リットルにつき鉄とし

て１０ミリグラム 

マンガン及びその化

合物（溶解性のものに

限る。） 

１リットルにつきマンガ

ンとして１ミリグラム 

１リットルにつきマンガ

ンとして１ミリグラム 

クロム及びその化合物 １リットルにつきクロム

として２ミリグラム 

１リットルにつきクロム

として２ミリグラム 



クロム及びその化合物 １リットルにつきクロム

として２ミリグラム 

１リットルにつきクロム

として２ミリグラム 

ニッケル及びその化

合物 

１リットルにつきニッケ

ルとして１ミリグラム 

１リットルにつきニッケ

ルとして１ミリグラム 

備考 １ 「新設の事業所」とは、昭和４６年９月１１日（旅館業法第

２条第１項に規定する旅館業（下宿営業を除く。）に属する事業所

にあっては昭和４９年１２月１日、廃棄物の最終処分場にあっては

昭和６２年９月１０日。以下この別表において「基準適用日」とい

う。）以後に設置した事業所（基準適用日前から設置の工事がされ

ているものを除く。）をいう。ただし、基準適用日前に設置した事

業所（基準適用日前から設置の工事がされているものを含み、１日

当たりの平均的な排水の量が５０立方メートル未満のものを除

く。）にあっては、基準適用日（水質汚濁防止法施行令第１条の改

正により新たに定められた特定施設（水質汚濁防止法第２条第２項

に規定する特定施設をいう。以下同じ。）を設置する事業所にあっ

ては、当該特定施設が定められた日）以後に特定施設を設置して新

たに特定事業場（同法第２条第６項に規定する特定事業場をいう。

以下同じ。）となったものを含む。 
２ 「検出されないこと。」とは、備考７に定める測定の方法により排

水の汚染状態を測定した場合において、その結果が当該測定方法の

定量限界を下回ることをいう。 
３ この規制基準は、畜舎に係る排水については、適用しない。 
４ 事業所の排水の採水の地点は、当該事業所の排水口とする。 
５ 砒素及びその化合物、銅及びその化合物、亜鉛及びその化合物、

鉄及びその化合物、マンガン及びその化合物並びにクロム及びその

化合物に係る許容限度は、昭和４９年１２月１日において現にゆう

出している温泉（温泉法（昭和２３年法律第１２５号）第２条第１

項に規定する温泉をいう。）を利用する事業所に係る排水について

は、適用しない。 
６ ダイオキシン類の濃度は、別表第７第３項の備考に定める方法に

より、2,3,7,8-四塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシンの毒性に換算し

ニッケル及びその化

合物 

１リットルにつきニッケ

ルとして１ミリグラム 

１リットルにつきニッケ

ルとして１ミリグラム 

 
 
備考 １ 「新設の事業所」とは、昭和４６年９月１１日（旅館業法第

２条第１項に規定する旅館業（下宿営業を除く。）に属する事業所

にあっては昭和４９年１２月１日、廃棄物の最終処分場にあっては

昭和６２年９月１０日。以下この別表において「基準適用日」とい

う。）以後に設置した事業所（基準適用日前から設置の工事がされ

ているものを除く。）をいう。ただし、基準適用日前に設置した事

業所（基準適用日前から設置の工事がされているものを含み、１日

当たりの平均的な排水の量が５０立方メートル未満のものを除

く。）にあっては、基準適用日（水質汚濁防止法施行令第１条の改

正により新たに定められた特定施設（水質汚濁防止法第２条第２項

に規定する特定施設をいう。以下同じ。）を設置する事業所にあっ

ては、当該特定施設が定められた日）以後に特定施設を設置して新

たに特定事業場（同法第２条第６項に規定する特定事業場をいう。

以下同じ。）となったものを含む。 
２ 「検出されないこと。」とは、備考７に定める測定の方法により排

水の汚染状態を測定した場合において、その結果が当該測定方法の

定量限界を下回ることをいう。 
３ この規制基準は、畜舎に係る排水については、適用しない。 
４ 事業所の排水の採水の地点は、当該事業所の排水口とする。 
５ 砒素及びその化合物、銅及びその化合物、亜鉛及びその化合物、

鉄及びその化合物、マンガン及びその化合物並びにクロム及びその

化合物に係る許容限度は、昭和４９年１２月１日において現にゆう

出している温泉（温泉法（昭和２３年法律第１２５号）第２条第１

項に規定する温泉をいう。）を利用する事業所に係る排水について

は、適用しない。 
６ ダイオキシン類の濃度は、別表第７第３項の備考に定める方法に

より、2,3,7,8-四塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシンの毒性に換算し



た値とする。 
７ 排水の測定方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それぞれ当該

各号に定めるところによる。 
(1) カドミウム及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５５に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の

５５．１に定める方法にあっては、規格Ｋ０１０２の５５の備考１

に定める操作を行うこと。） 
(2) シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法又は規

格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法 
(3) 有機燐化合物 

排水基準を定める省令の規定に基づく環境大臣が定める排水基

準に係る検定方法（昭和４９年環境庁告示第６４号。以下「環境庁

告示第６４号」という。）付表１に掲げる方法又はパラチオン、メ

チルパラチオン若しくはＥＰＮにあっては、規格Ｋ０１０２の３

１．１に定める方法（ガスクロマトグラフ法を除く。）、メチルジメ

トンにあっては、環境庁告示第６４号付表２に掲げる方法 
(4) 鉛及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５４に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の

５４．１に定める方法にあっては規格Ｋ０１０２の５４の備考１に

定める操作を、規格Ｋ０１０２の５４．３に定める方法にあっては

規格Ｋ０１０２の５４の備考７に定める操作を行うものとする。） 
(5) 六価クロム化合物 

規格Ｋ０１０２の６５．２．１に定める方法（着色している試料

又は六価クロムを還元する物質を含有する試料で検定が困難なも

のにあっては、規格Ｋ０１０２の６５の備考１１のｂ）の１）から

３）まで及び規格Ｋ０１０２の６５．１に定める方法） 
(6) 砒素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６１に定める方法 
(7) 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 

環境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 

た値とする。 
７ 排水の測定方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それぞれ当該

各号に定めるところによる。 
(1) カドミウム及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５５に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の

５５．１に定める方法にあっては、規格Ｋ０１０２の５５の備考１

に定める操作を行うこと。） 
(2) シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法又は規

格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法 
(3) 有機燐化合物 

排水基準を定める省令の規定に基づく環境大臣が定める排水基

準に係る検定方法（昭和４９年環境庁告示第６４号。以下「環境庁

告示第６４号」という。）付表１に掲げる方法又はパラチオン、メ

チルパラチオン若しくはＥＰＮにあっては、規格Ｋ０１０２の３

１．１に定める方法（ガスクロマトグラフ法を除く。）、メチルジメ

トンにあっては、環境庁告示第６４号付表２に掲げる方法 
(4) 鉛及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５４に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の

５４．１に定める方法にあっては規格Ｋ０１０２の５４の備考１に

定める操作を、規格Ｋ０１０２の５４．３に定める方法にあっては

規格Ｋ０１０２の５４の備考３に定める操作を行うものとする。） 
(5) 六価クロム化合物 

規格Ｋ０１０２の６５．２．１に定める方法（着色している試料

又は六価クロムを還元する物質を含有する試料で検定が困難なも

のにあっては、規格Ｋ０１０２の６５の備考１５の（ｂ）（第１段

を除く。）及び規格Ｋ０１０２の６５．１に定める方法） 
(6) 砒素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６１に定める方法 
(7) 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 

環境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 



(8) アルキル水銀化合物 
環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法及び環境庁告示第６４

号付表３に掲げる方法 
(9) ＰＣＢ 

規格Ｋ００９３に定める方法又は環境庁告示第５９号付表３に

掲げる方法 
(10) トリクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(11) テトラクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(12) ジクロロメタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(13) 四塩化炭素 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(14) １，２－ジクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(15) １，１－ジクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(16) シス－１，２－ジクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(17) １，１，１－トリクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(18) １，１，２－トリクロロエタン 

(8) アルキル水銀化合物 
環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法及び環境庁告示第６４

号付表３に掲げる方法 
(9) ＰＣＢ 

規格Ｋ００９３に定める方法又は環境庁告示第５９号付表３に

掲げる方法 
(10) トリクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(11) テトラクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(12) ジクロロメタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(13) 四塩化炭素 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(14) １，２－ジクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(15) １，１－ジクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(16) シス－１，２－ジクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(17) １，１，１－トリクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(18) １，１，２－トリクロロエタン 



規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(19) １，３－ジクロロプロペン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(20) チウラム 

環境庁告示第５９号付表４に掲げる方法（ただし、前処理におけ

る試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合についても１００

ミリリットルとする。） 
(21) シマジン 

環境庁告示第５９号付表５の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合

についても１００ミリリットルとする。） 
(22) チオベンカルブ 

環境庁告示第５９号付表５の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合

についても１００ミリリットルとする。） 
(23) ベンゼン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．２に

定める方法 
(24) セレン及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６７に定める方法 
(25) ほう素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の４７に定める方法 
(26) ふっ素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の３４．１若しくは３４．２に定める方法又は規

格Ｋ０１０２の３４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方

法及び環境庁告示第５９号付表６に掲げる方法 
(27) アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

アンモニア又はアンモニウム化合物にあっては規格Ｋ０１０２

の４２．２、４２．３又は４２．５に定める方法により検定された

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(19) １，３－ジクロロプロペン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．１に

定める方法 
(20) チウラム 

環境庁告示第５９号付表４に掲げる方法（ただし、前処理におけ

る試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合についても１００

ミリリットルとする。） 
(21) シマジン 

環境庁告示第５９号付表５の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合

についても１００ミリリットルとする。） 
(22) チオベンカルブ 

環境庁告示第５９号付表５の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合

についても１００ミリリットルとする。） 
(23) ベンゼン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．２又は５．４．２に

定める方法 
(24) セレン及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６７に定める方法 
(25) ほう素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の４７に定める方法 
(26) ふっ素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の３４．１若しくは３４．２に定める方法又は規

格Ｋ０１０２の３４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方

法及び環境庁告示第５９号付表６に掲げる方法 
(27) アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

アンモニア又はアンモニウム化合物にあっては規格Ｋ０１０２

の４２．２、４２．３又は４２．５に定める方法により検定された



アンモニウムイオンの濃度に換算係数０．７７６６を乗じてアンモ

ニア性窒素の量を検出する方法、亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０

１０２の４３．１に定める方法により検定された亜硝酸イオンの濃

度に換算係数０．３０４５を乗じて亜硝酸性窒素の量を検出する方

法、硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．２．５に定める

方法により検定された硝酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９を

乗じて硝酸性窒素の量を検出する方法（ただし、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物にあっては、当該方法に代えて規格Ｋ０１０２の４３．

２．１（ｃ）１２）及びｃ）１３）の式中「－Ｃ×１．３４８」を

除く。）又は４３．２．３（ｃ）７）及びｃ）８）を除く。）に定め

る方法により検定された亜硝酸イオン及び硝酸イオンの合計の硝

酸イオン相当濃度に換算係数０．２２５９を乗じて亜硝酸性窒素及

び硝酸性窒素の合計量を検出する方法とすることができる。） 
(28) 1,4-ジオキサン 

環境庁告示第５９号付表７に掲げる方法 
(29) ダイオキシン類 

規格Ｋ０３１２に定める方法 
(30) フェノール類 

規格Ｋ０１０２の２８．１に定める方法 
(31) 銅及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５２．２、５２．３、５２．４又は５２．５に

定める方法 
(32) 亜鉛及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５３に定める方法 
(33) 鉄及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５７．２、５７．３又５７．４に定める方法 
(34) マンガン及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５６．２、５６．３、５６．４又は５６．５に

定める方法 
(35) クロム及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６５．１に定める方法 

アンモニウムイオンの濃度に換算係数０．７７６６を乗じてアンモ

ニア性窒素の量を検出する方法、亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０

１０２の４３．１に定める方法により検定された亜硝酸イオンの濃

度に換算係数０．３０４５を乗じて亜硝酸性窒素の量を検出する方

法、硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．２．５に定める

方法により検定された硝酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９を

乗じて硝酸性窒素の量を検出する方法（ただし、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物にあっては、当該方法に代えて規格Ｋ０１０２の４３．

２．１（ｃ）１２）及びｃ）１３）の式中「－Ｃ×１．３４８」を

除く。）又は４３．２．３（ｃ）７）及びｃ）８）を除く。）に定め

る方法により検定された亜硝酸イオン及び硝酸イオンの合計の硝

酸イオン相当濃度に換算係数０．２２５９を乗じて亜硝酸性窒素及

び硝酸性窒素の合計量を検出する方法とすることができる。） 
(28) ダイオキシン類 

規格Ｋ０３１２に定める方法 
(29) フェノール類 

規格Ｋ０１０２の２８．１に定める方法 
(30) 銅及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５２．２、５２．３、５２．４又は５２．５に

定める方法 
(31) 亜鉛及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５３に定める方法 
(32) 鉄及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５７．２、５７．３又５７．４に定める方法 
(33) マンガン及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５６．２、５６．３、５６．４又は５６．５に

定める方法 
(34) クロム及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６５．１に定める方法 
(35) ニッケル及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５９に定める方法 



(36) ニッケル及びその化合物 
規格Ｋ０１０２の５９に定める方法 

 
別表第１４の２（第５１条関係） 

事故時の措置に係る物質 
１ 大気の汚染又は悪臭の原因となる物質 

１ アクリロニトリル 
２ アクロレイン 
３ アセトアルデヒド 
４ アンモニア 
５ イソ吉草酸 
６ イソバレルアルデヒド 
７ イソブタノール 
８ イソブチルアルデヒド 
９ 一酸化炭素 
１０ 塩素及び塩化水素 
１１ 

黄燐
りん

 
１２ カドミウム及びその化合物 
１３ キシレン 
１４ クロルスルホン酸 
１５ 

五塩化燐
りん

 
１６ 酢酸エチル 
１７ 

三塩化燐
りん

 
１８ シアン化合物（アクリロニトリルを除く。） 
１９ ジクロロメタン 
２０ 脂肪族アミン化合物 
２１ 臭化メチル 
２２ 臭素 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２３ 硝酸 
２４ スチレン 
２５ ダイオキシン類 
２６ 窒素酸化物 
２７ テトラクロロエチレン 
２８ トリクロロエチレン 
２９ トルエン 
３０ 鉛及びその化合物 
３１ 二酸化硫黄 
３２ 二酸化セレン 
３３ ニッケルカルボニル 
３４ 二硫化炭素 
３５ 二硫化メチル 
３６ ノルマル吉草酸 
３７ ノルマルブチルアルデヒド 
３８ ノルマルバレルアルデヒド 
３９ ノルマル酪酸 
４０ ピリジン 
４１ フェノール類 
４２ 

弗
ふつ

素及び弗
ふつ

化水素その他の弗
ふつ

素化合物 
４３ プロピオンアルデヒド 
４４ プロピオン酸 
４５ ベンゼン 
４６ ホスゲン 
４７ ホルムアルデヒド 
４８ メタノール 
４９ メチルイソブチルケトン 
５０ メルカプタン類 
５１ 硫化水素 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５２ 硫化メチル 
５３ 硫酸（三酸化硫黄を含む。） 
５４ 

燐
りん

化水素 
 
２ 水質の汚濁の原因となる物質 

１ 亜鉛及びその化合物 
２ アクリルアミド  
３ アクリル酸  
４ アクリロニトリル  
５ アルカリ性物質（水素イオン濃度（水素指数）が８．６

を超えるもの に限る。） 
６ アルミニウム及びその化合物  
７ アンチモン及びその化合物  
８ アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝

酸化合物 
９ エチル=（Ｚ）-3-［N-ベンジル-N-［［メチル（1-メチル

チオエチリデンアミノオキシカルボニル）アミノ］チオ］

アミノ］プロピオナート（別名アラニカルブ）  
１０ エピクロロヒドリン  
１１ 塩化水素  
１２ 塩化チオニル  
１３ 塩化ビニルモノマー  
１４ 塩素酸及びその塩  
１５ 1,2,4,5,6,7,8,8-オクタクロロ-2,3,3a,4,7,7a-ヘキサヒド

ロ-4,7-メタノ-1H-インデン（別名クロルデン）  
１６ 過酸化水素  
１７ カドミウム及びその化合物 
１８ キシレン  
１９ クロム及びその化合物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２０ クロルスルホン酸  
２１ クロルピクリン  
２２ クロロホルム  
２３ 酢酸エチル  
２４ 酸性物質（水素イオン濃度（水素指数）が５．８未満の

ものに限る。） 
２５ 次亜塩素酸ナトリウム  
２６ シアン化合物 
２７ 四塩化炭素 
２８ 1,4-ジオキサン  
２９ 1,2-ジクロロエタン 
３０ 1,1-ジクロロエチレン 
３１ 1,2-ジクロロエチレン 
３２ 3,5-ジクロロ-N-（1,1-ジメチル-2-プロピニル）ベンズ

アミド（別名プロピザミド）  
３３ 1,2-ジクロロプロパン  
３４ 1,3-ジクロロプロペン 
３５ p―ジクロロベンゼン  
３６ ジクロロメタン 
３７ 1,3-ジチオラン-2-イリデンマロン酸ジイソプロピル（別

名イソプロチオラン）  
３８ シマジン 
３９ ジメチルエチルスルフィニルイソプロピルチオホスフ

ェイト（別名オキシデプロホス又はＥＳＰ）  
４０ 臭素  
４１ 臭素酸及びその塩  
４２ 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 
４３ 水酸化カリウム  
４４ 水酸化ナトリウム  
４５ スチレン  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４６ セレン及びその化合物 
４７ ダイオキシン類 
４８ チウラム 
４９ チオベンカルブ 
５０ チオりん酸 O,O-ジエチル-O-（2-イソプロピル-6-メチル

-4-ピリミジニル）（別名ダイアジノン）  
５１ チオりん酸 O,O-ジエチル-O-（3,5,6-トリクロロ-2-ピリ

ジル）（別名クロルピリホス）  
５２ チオりん酸 O,O-ジエチル-O-（5-フェニル-3-イソオキサ

ゾリル）（別名イソキサチオン）  
５３ チオりん酸 O,O-ジメチル-O-（3-メチル-4-ニトロフェニ

ル）（別名フェニトロチオン又はＭＥＰ）  
５４ チオりん酸 S-ベンジル-O,O-ジイソプロピル（別名イプ

ロベンホス又はＩＢＰ）  
５５ 鉄及びその化合物 
５６ 1,3,5,7-テトラアザトリシクロ[3.3.1.13,7]デカン（別名ヘ

キサメチレンテトラミン） 
５７ テトラクロロイソフタロニトリル（別名クロロタロニル

又はＴＰＮ）  
５８ テトラクロロエチレン 
５９ 銅及びその化合物 
６０ 1,1,1-トリクロロエタン  
６１ 1,1,2-トリクロロエタン 
６２ トリクロロエチレン 
６３ トルエン  
６４ 鉛及びその化合物 
６５ ニッケル及びその化合物  
６６ 4-ニトロフェニル-2,4,6-トリクロロフェニルエーテル

（別名クロルニトロフェン又はＣＮＰ）  
６７ 二硫化炭素  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６８ 
砒
ひ

素及びその化合物 
６９ ヒドラジン  
７０ ヒドロキシルアミン  
７１ フェノール類及びその塩類 
７２ フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）  
７３ ふっ素及びその化合物  
７４ ベンゼン 
７５ ほう素及びその化合物 
７６ ホスゲン  
７７ ＰＣＢ 
７８ ホルムアルデヒド  
７９ マンガン及びその化合物 
８０ N－メチルカルバミン酸 2－セカンダリ－ブチルフェニ

ル（別名フェノブカルブ又はＢＰＭＣ）  
８１ メチル－ターシャリ－ブチルエーテル（別名ＭＴＢＥ） 
８２ モリブデン及びその化合物  
８３ 

有機燐
りん

化合物 
８４ 油類 
８５ 硫酸  
８６ 硫酸ジメチル  
８７ りん酸ジメチル=2,2-ジクロロビニル（別名ジクロルボ

ス又はＤＤＶＰ）  
   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
別表第１６（第７４条関係） 

地下水の浄化基準 
 地下水の浄化基準は、次に定めるとおりとする。 

特定有害物質等の種類 基準値 
カドミウム及びその化合物 １リットルにつきカドミウムと

して 0.01 ミリグラム 
シアン化合物 検出されないこと。 
有機燐化合物（パラチオン、メチ

ルパラチオン、メチルジメトン及

びＥＰＮに限る｡) 

検出されないこと。 

鉛及びその化合物 １リットルにつき鉛として 0.01
ミリグラム 

六価クロム化合物 １リットルにつき六価クロムと

して 0.05 ミリグラム 
砒素及びその化合物 １リットルにつき砒素として

0.01 ミリグラム 
水銀及びアルキル水銀その他の

水銀化合物 
１リットルにつき水銀として

0.0005 ミリグラム 
アルキル水銀化合物 検出されないこと。 
ＰＣＢ 検出されないこと。 
トリクロロエチレン １リットルにつき 0.03 ミリグラ

ム 
テトラクロロエチレン １リットルにつき 0.01 ミリグラ

ム 
ジクロロメタン １リットルにつき 0.02 ミリグラ

ム 
四塩化炭素 １リットルにつき 0.002 ミリグ

ラム 
１，２－ジクロロエタン １リットルにつき 0.004 ミリグ

ラム 
１，１－ジクロロエチレン １リットルにつき 0.1 ミリグラ

 
別表第１６（第７４条関係） 

地下水の浄化基準 
 地下水の浄化基準は、次に定めるとおりとする。 

特定有害物質等の種類 基準値 
カドミウム及びその化合物 １リットルにつきカドミウムと

して 0.01 ミリグラム 
シアン化合物 検出されないこと。 
有機燐化合物（パラチオン、メチ

ルパラチオン、メチルジメトン及

びＥＰＮに限る｡) 

検出されないこと。 

鉛及びその化合物 １リットルにつき鉛として 0.01
ミリグラム 

六価クロム化合物 １リットルにつき六価クロムと

して 0.05 ミリグラム 
砒素及びその化合物 １リットルにつき砒素として

0.01 ミリグラム 
水銀及びアルキル水銀その他の

水銀化合物 
１リットルにつき水銀として

0.0005 ミリグラム 
アルキル水銀化合物 検出されないこと。 
ＰＣＢ 検出されないこと。 
トリクロロエチレン １リットルにつき 0.03 ミリグラ

ム 
テトラクロロエチレン １リットルにつき 0.01 ミリグラ

ム 
ジクロロメタン １リットルにつき 0.02 ミリグラ

ム 
四塩化炭素 １リットルにつき 0.002 ミリグ

ラム 
１，２－ジクロロエタン １リットルにつき 0.004 ミリグ

ラム 



ム 
１，２－ジクロロエチレン １リットルにつきシス-1,2-ジク

ロロエチレン及びトランス-1,2-
ジクロロエチレンの合計量 0.04
ミリグラム 

１，１，１－トリクロロエタン １リットルにつき 1 ミリグラム 
１，１，２－トリクロロエタン １リットルにつき 0.006 ミリグ

ラム 
１，３－ジクロロプロペン １リットルにつき 0.002 ミリグ

ラム 
チウラム １リットルにつき 0.006 ミリグ

ラム 
シマジン １リットルにつき 0.003 ミリグ

ラム 
チオベンカルブ １リットルにつき 0.02 ミリグラ

ム 
ベンゼン １リットルにつき 0.01 ミリグラ

ム 
セレン及びその化合物 １リットルにつきセレンとして

0.01 ミリグラム 
ほう素及びその化合物 １リットルにつきほう素として 

1 ミリグラム 
ふっ素及びその化合物 １リットルにつきふっ素として 

0.8 ミリグラム 
アンモニア、アンモニウム化合

物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物

（し尿その他生活に起因する下

水、家畜排せつ物及び肥料の施用

に係るものを除く。以下この別表

において同じ。） 

１リットルにつき亜硝酸性窒素

及び硝酸性窒素の合計量 10 ミリ

グラム 

塩化ビニルモノマー １リットルにつき 0.002 ミリグ

ラム 

１，１－ジクロロエチレン １リットルにつき 0.1 ミリグラ

ム 
シス－１，２－ジクロロエチレン １リットルにつき 0.04 ミリグラ

ム 
１，１，１－トリクロロエタン １リットルにつき 1 ミリグラム 
１，１，２－トリクロロエタン １リットルにつき 0.006 ミリグ

ラム 
１，３－ジクロロプロペン １リットルにつき 0.002 ミリグ

ラム 
チウラム １リットルにつき 0.006 ミリグ

ラム 
シマジン １リットルにつき 0.003 ミリグ

ラム 
チオベンカルブ １リットルにつき 0.02 ミリグラ

ム 
ベンゼン １リットルにつき 0.01 ミリグラ

ム 
セレン及びその化合物 １リットルにつきセレンとして

0.01 ミリグラム 
ほう素及びその化合物 １リットルにつきほう素として 

1 ミリグラム 
ふっ素及びその化合物 １リットルにつきふっ素として 

0.8 ミリグラム 
アンモニア、アンモニウム化合

物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物

（し尿その他生活に起因する下

水、家畜排せつ物及び肥料の施用

に係るものを除く。以下この別表

において同じ。） 

１リットルにつき亜硝酸性窒素

及び硝酸性窒素の合計量 10 ミリ

グラム 

ダイオキシン類 １リットルにつき 1 ピコグラム 
 
 



1,4-ジオキサン １リットルにつき 0.05 ミリグラ

ム 
ダイオキシン類 １リットルにつき 1 ピコグラム 

備考 １ 「検出されないこと。」とは、備考３に定める測定の方法に

より地下水の汚染状態を測定した場合において、その結果が当該測

定方法の定量限界を下回ることをいう。 
２ ダイオキシン類の濃度は、別表第７第３項の備考に定める方法に

より、2,3,7,8-四塩化ジベンゾ－パラージオキシンの毒性に換算し

た値とする。 
３ 特定有害物質等の濃度の測定の方法は、次の各号に掲げる物質ご

とに、それぞれ当該各号に定めるところによる。 
(1) カドミウム及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５５に定める方法 
(2) シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法又は規

格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法 
(3) 有機燐化合物（パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン

及びＥＰＮに限る。） 
環境庁告示第６４号付表１に掲げる方法 

(4) 鉛及びその化合物 
規格Ｋ０１０２の５４に定める方法 

(5) 六価クロム化合物 
規格Ｋ０１０２の６５．２に定める方法 

(6) 砒素及びその化合物 
規格Ｋ０１０２の６１．２、６１．３又は６１．４に定める方法 

(7) 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 
環境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 

(8) アルキル水銀化合物 
環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法 

(9) ＰＣＢ 
環境庁告示第５９号付表３に掲げる方法 

 
 
 
備考 １ 「検出されないこと。」とは、備考３に定める測定の方法に

より地下水の汚染状態を測定した場合において、その結果が当該測

定方法の定量限界を下回ることをいう。 
２ ダイオキシン類の濃度は、別表第７第３項の備考に定める方法に

より、2,3,7,8-四塩化ジベンゾ－パラージオキシンの毒性に換算し

た値とする。 
３ 特定有害物質等の濃度の測定の方法は、次の各号に掲げる物質ご

とに、それぞれ当該各号に定めるところによる。 
(1) カドミウム及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５５に定める方法 
(2) シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法又は規

格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法 
(3) 有機燐化合物（パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン

及びＥＰＮに限る。） 
環境庁告示第６４号付表１に掲げる方法 

(4) 鉛及びその化合物 
規格Ｋ０１０２の５４に定める方法 

(5) 六価クロム化合物 
規格Ｋ０１０２の６５．２に定める方法 

(6) 砒素及びその化合物 
規格Ｋ０１０２の６１．２、６１．３又は６１．４に定める方法 

(7) 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 
環境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 

(8) アルキル水銀化合物 
環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法 

(9) ＰＣＢ 
環境庁告示第５９号付表３に掲げる方法 



(10) トリクロロエチレン 
規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(11) テトラクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(12) ジクロロメタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．２に定める方法 
(13) 四塩化炭素 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(14) １，２－ジクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１又は５．３．２に

定める方法 
(15) １，１－ジクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．２に定める方法 
(16) １，２－ジクロロエチレン 

シス体にあっては規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方

法、トランス体にあっては規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定

める方法 
(17) １，１，１－トリクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(18) １，１，２－トリクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(19) １，３－ジクロロプロペン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．１に定める方法 
(20) チウラム 

環境庁告示第５９号付表第４に掲げる方法 
(21) シマジン 

(10) トリクロロエチレン 
規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(11) テトラクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(12) ジクロロメタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．２に定める方法 
(13) 四塩化炭素 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(14) １，２－ジクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１又は５．３．２に

定める方法 
(15) １，１－ジクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．２に定める方法 
(16) シス－１，２－ジクロロエチレン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．２に定める方法 
(17) １，１，１－トリクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(18) １，１，２－トリクロロエタン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２、５．３．１、５．４．１又は

５．５に定める方法 
(19) １，３－ジクロロプロペン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．１に定める方法 
(20) チウラム 

環境庁告示第５９号付表第４に掲げる方法 
(21) シマジン 

環境庁告示第５９号付表第５の第１又は第２に掲げる方法 
(22) チオベンカルブ 



環境庁告示第５９号付表第５の第１又は第２に掲げる方法 
(22) チオベンカルブ 

環境庁告示第５９号付表第５の第１又は第２に掲げる方法 
(23) ベンゼン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．２に定める方法 
(24) セレン及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６７．２、６７．３又は６７．４に定める方法 
(25) ほう素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の４７．１、４７．３又は４７．４に定める方法 
(26) ふっ素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の３４．１に定める方法又は規格Ｋ０１０２の３

４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方法（懸濁物質及び

イオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しない場合にあ

っては、これを省略することができる。）及び環境庁告示第５９号

付表６に掲げる方法 
(27) アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．１に定める方法

により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数０．３０４５を乗

じて亜硝酸性窒素の量を測定する方法、硝酸化合物にあっては規格

Ｋ０１０２の４３．２．１、４３．２．３又は４３．２．５に定め

る方法により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９

を乗じて硝酸性窒素の量を測定する方法 
(28) 塩化ビニルモノマー 

地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成９年環境庁告示

第１０号）付表に掲げる方法 
(29) 1,4-ジオキサン 

環境庁告示第５９号付表 7 に掲げる方法 
(30) ダイオキシン類 

規格Ｋ０３１２に定める方法 
 
 

環境庁告示第５９号付表第５の第１又は第２に掲げる方法 
(23) ベンゼン 

規格Ｋ０１２５の５．１、５．２又は５．３．２に定める方法 
(24) セレン及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の６７．２、６７．３又は６７．４に定める方法 
(25) ほう素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の４７．１、４７．３又は４７．４に定める方法 
(26) ふっ素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の３４．１に定める方法又は規格Ｋ０１０２の３

４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方法（懸濁物質及び

イオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しない場合にあ

っては、これを省略することができる。）及び環境庁告示第５９号

付表６に掲げる方法 
(27) アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．１に定める方法

により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数０．３０４５を乗

じて亜硝酸性窒素の量を測定する方法、硝酸化合物にあっては規格

Ｋ０１０２の４３．２．１、４３．２．３又は４３．２．５に定め

る方法により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９

を乗じて硝酸性窒素の量を測定する方法 
(28) ダイオキシン類 

規格Ｋ０３１２に定める方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
附 則 
（施行期日） 
１ この規則は、平成１９年６月１１日から施行する。 
（経過措置） 
２ 附則別表の左欄に掲げる排水指定物質の種類につき同表の中欄

に掲げる業種に属する既設の事業所（改正後の規則別表第１１備考

第１項に規定する新設の事業所以外の工場又は事業場をいう。以下

同じ。）から公共用水域（水質汚濁防止法（昭和４５年法律第１３

８号）第２条第１項に規定する公共用水域をいう。次項において同

じ。）に直接排出される水その他の液体（以下「排水」という。）に

関する川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例（平成１１年

川崎市条例第５０号）第４５条第１項に規定する規制基準（附則別

表備考第１項において「規制基準」という。）については、この規

則の施行の日から平成２８年１２月１０日までの間は、改正後の規

則別表第１１の規定にかかわらず、それぞれ附則別表の右欄に掲げ

るとおりとする。 
３ 附則別表の中欄に掲げる業種（下水道業を除く。）に属する既設

の事業所から排出される水その他の液体（公共用水域に直接排出さ

れるものを除く。）の処理施設については、当該処理施設に水その

他の液体を排出する既設の事業所の属する業種に属するものとみ

なして、前項の規定を適用する。 
 
 
附則別表（附則第２項関係） 
排水指定物

質の種類 
業種その他の区分 許容限度 

亜鉛及びそ

の化合物 
金属鉱業 １ リ ッ ト

ル に つ き

亜 鉛 と し

て ３ ミ リ

電気めっき業 
下水道業（金属鉱業又は電気めっき業に

属する特定事業場（下水道法（昭和３３

 
附 則 
（施行期日） 
１ この規則は、平成１９年６月１１日から施行する。 
（経過措置） 
２ 附則別表の左欄に掲げる排水指定物質の種類につき同表の中欄

に掲げる業種に属する既設の事業所（改正後の規則別表第１１備考

第１項に規定する新設の事業所以外の工場又は事業場をいう。以下

同じ。）から公共用水域（水質汚濁防止法（昭和４５年法律第１３

８号）第２条第１項に規定する公共用水域をいう。次項において同

じ。）に直接排出される水その他の液体（以下「排水」という。）に

関する川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例（平成１１年

川崎市条例第５０号）第４５条第１項に規定する規制基準（附則別

表備考第１項において「規制基準」という。）については、この規

則の施行の日から平成２８年１２月１０日までの間は、改正後の規

則別表第１１の規定にかかわらず、それぞれ附則別表の右欄に掲げ

るとおりとする。 
３ 附則別表の中欄に掲げる業種（下水道業を除く。）に属する既設

の事業所から排出される水その他の液体（公共用水域に直接排出さ

れるものを除く。）の処理施設については、当該処理施設に水その

他の液体を排出する既設の事業所の属する業種に属するものとみ

なして、前項の規定を適用する。 
 
 
附則別表（附則第２項関係） 
排水指定物

質の種類 
業種その他の区分 許容限度 

亜鉛及びそ

の化合物 
金属鉱業 １ リ ッ ト

ル に つ き

亜 鉛 と し

て ３ ミ リ

電気めっき業 
下水道業（金属鉱業又は電気めっき業に

属する特定事業場（下水道法（昭和３３



年法律第７９号）第１２条の２第１項に

規定する特定事業場をいう。備考第２項

において「特定事業場」という。）から

排出される水を受け入れているもので

あって、一定の条件に該当するものに限

る。） 

グラム 

 
 
備考 
 １ この表の中欄に掲げる業種に属する既設の事業所が同時に同

欄に掲げる業種以外の業種にも属する場合においては、当該既

設の事業所に係る排水に含まれる亜鉛及びその化合物に係る規

制基準については、同表の右欄に掲げる許容限度を適用する。 
 ２ 「一定の条件」とは、次の算式により計算された値が２を超

えることをいう。 

     
(1) Ｃｉとは、当該下水道に水を排出する特定事業場ごとの排出

する水の亜鉛含有量の通常の値（単位 １リットルにつきミ

リグラム） 
(2) Ｑｉとは、当該下水道に水を排出する特定事業場ごとの排出

する水の通常の量（単位 １日につき立法メートル） 
(3) Ｑとは、当該下水道に係る排水の通常の量（単位 １日につ

き立法メートル） 
 
 ３ 排水の測定方法は、改正後の規則別表第 11 備考第 7 項第 32

号に定めるところによるものとする。 
 
 

年法律第７９号）第１２条の２第１項に

規定する特定事業場をいう。備考第２項

において「特定事業場」という。）から

排出される水を受け入れているもので

あって、一定の条件に該当するものに限

る。） 

グラム 

 
 
備考 
 １ この表の中欄に掲げる業種に属する既設の事業所が同時に同

欄に掲げる業種以外の業種にも属する場合においては、当該既

設の事業所に係る排水に含まれる亜鉛及びその化合物に係る規

制基準については、同表の右欄に掲げる許容限度を適用する。 
 ２ 「一定の条件」とは、次の算式により計算された値が２を超

えることをいう。 

     
(1) Ｃｉとは、当該下水道に水を排出する特定事業場ごとの排出

する水の亜鉛含有量の通常の値（単位 １リットルにつきミ

リグラム） 
(2) Ｑｉとは、当該下水道に水を排出する特定事業場ごとの排出

する水の通常の量（単位 １日につき立法メートル） 
(3) Ｑとは、当該下水道に係る排水の通常の量（単位 １日につ

き立法メートル） 
 
 ３ 排水の測定方法は、改正後の規則別表第 11 備考第 7 項第 31

号に定めるところによるものとする。 
 
 

 



 
 
   附 則 
 （施行期日） 
１ この規則は、公布の日から施行する。 
 （経過措置） 
２ １，４－ジオキサンについての改正後の規則第４２条に規定する排水の規制基準に関する規定は、この規則の施行の日（以下「施行日」

という。）前に設置された事業所（施行日前から設置の工事がされているものを含む。）にあっては、平成２４年１１月２５日から適用する。 
３ 改正後の別表第１１による１，４－ジオキサンに係る規制基準については、附則別表の中欄に掲げる業種に属する場合に限り、平成２７

年５月２４日（ポリエチレンテレフタレート製造業に属する事業所にあっては、平成２６年５月２４日）までの間は、同表の右欄に掲げる

基準とする。 
４ 前項の規定の適用については、同項の規定の適用を受ける事業所に係る汚水又は廃液を処理する事業所については、同項の規定の適用を

受ける事業所の属する業種に属するものとみなす。 
（条例第４６条第５項に規定する規則で定める日） 
５ この規則により新たに特定有害物質となった物質に係る川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例（平成１１年川崎市条例第５０

号）第４６条第５項に規定する規則で定める日は、施行日とする。ただし、同条第２項の規定は、施行日前に設置されている施設（施行日

前から設置の工事がされているものを含む。）については、当分の間、適用しない。 
 （川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規則の一部を改正する規則の一部改正） 
６ 川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規則の一部を改正する規則（平成１９年川崎市規則第６８号）附則別表備考第３項中

「別表第１１備考第７項第３１号」を「別表第１１備考第７項第３２号」に改める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
附則別表（附則第２項関係） 

 
排水指定物質の種類 

 

 
業種 

 

 
許容限度 

 
 
1,4-ジオキサン 
 
 
 

感光性樹脂製造業 １リットルにつき２００ミリグラ

ム 
エチレンオキサイド製造業 １リットルにつき１０ミリグラム 
エチレングリコール製造業 
ポリエチレンテレフタレート製造業 １リットルにつき２ミリグラム 
下水道業（感光性樹脂製造業に属する特定事業場（下水道法（昭和３

３年法律第７９号）第１２条の２第１項に規定する特定事業場をい

う。備考第２項において「特定事業場」という。）から排出される水

を受け入れているものであって、一定の条件に該当するものに限る。） 

１リットルにつき２５ミリグラム 

備考 
 １ この表の中欄に掲げる業種に属する事業所が同時に他の業種にも属する場合において、改正後の規則別表第１１又はこの表により当該

業種につき異なる許容限度の規制基準が定められているときは、当該事業所に係る排水については、それらの規制基準のうち、最大の許容

限度のものを適用する。 
 ２ 「一定の条件」とは、次の算式により計算された値が０・５を超えることをいう。 

      
(1) Ｃｉとは、当該下水道に水を排出する特定事業場ごとの排出する水の 1,4-ジオキサンの通常の値（単位 １リットルにつきミリグ

ラム） 
(2) Ｑｉとは、当該下水道に水を排出する特定事業場ごとの排出する水の通常の量（単位 １日につき立法メートル） 
(3) Ｑとは、当該下水道に係る排水の通常の量（単位 １日につき立法メートル） 

 ３ 排水の測定方法は、改正後の規則別表第１１備考第７項第２８号に定めるところによるものとする。 
  


